
徳島県立農林水産総合技術支援センター農業大学校新聞 令和 3年 10月 12日

後
期
開
始

農業・６次産業 体験学習発表会

９
月
６
日
、
後
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
始

ま
り
ま
し
た
。
１
限
目
は
、
校
長
講
話
及
び

各
課
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
一
ヶ

月
余
り
の
夏
季
休
業
を
終
え
た
学
生
た
ち

は
、
新
た
な
気
持
ち
で
後
期
初
日
に
臨
み
ま

し
た
。

午

後

の

そ
ら
そ
う

じ
ゃ
定
例

部
会
で
は
、

７
月
に
行

わ
れ
た
「
と

く
し
ま
マ

ル
シ
ェ
」
の

報

告

が

あ

り
ま
し
た
。

販
売
品
目
、

売
り
上
げ
、

成

果

と

課

題

等

を

担

当

学

生

が

報

告

し

ま

し
た
。

９
月

日
、
２
年
次
生
が

22

体
験
学
習
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
体
験
学
習
は
、
県
内
の

農
家
、
農
業
関
係
企
業
等
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
１
年
次
に

２
回
、
２
年
次
に
２
回
、
延
べ

約
４
週
間
に
渡
る
就
業
体
験

学
習
で
す
。
そ
の
総
括
と
し
て
、

学
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
製
作
し

た
プ
レ
ゼ
ン
資
料
を
用
い
て
、

発
表
を
行
い
ま
し
た
。
内
容
は

創
意
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
お

り
、
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

発
表
は
コ
ー
ス
別
に
行
わ
れ
、
学
生
は
１

人
８
分
の
持
ち
時
間
内
で
、
記
録
写
真
や
グ

ラ
フ
等
を
効
果
的
に
用
い
て
発
表
し
て
い

ま
し
た
。

当
日
は
１
年
次
生

も
参
加
し
、
２
年
次
生

一
人
一
人
の
発
表
を

真
剣
に
聞
き
、
教
職
員

と
と
も
に
発
表
内
容

や
発
表
者
の
態
度
等

を
評
価
し
ま
し
た
。

１
年
次
生
は
、
後
期

の
１
月
に
２
週
間
、
３

月

に

２

週

間

の

農

業
・
６
次
産
業
体
験
学

習
を
控
え
て
い
ま
す
。

先
輩
た
ち
の
発
表

を
お
手
本
と
し
、
自
分

の
体
験
学
習
先
や
学

習
内
容
の
構
想
、
ま
た
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

に
生
か
し
て
ほ
し
い

で
す
。
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緊張の面持ちで順番を待つ学生たち

発表の様子


